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Photochemical organic reactions using electron donor-acceptor (EDA) complexes have attracted 

recent attention as an attractive synthetic approach that can significantly expand the potential of 

organic synthetic chemistry. 

Recently, we have developed visible-light-driven hydroacylation of unactivated alkenes 

using benzimidazolines (BIs) as new acyl donors. However, this reaction requires an expensive 

Ir transition metal catalyst. Herein, we achieve a metal-free hydroacylation reaction of unactivated 

alkenes using an EDA complex comprising BI (1) and an organocatalyst. 
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電荷移動（EDA）錯体を利用した有機分子変換法は、金属フリーの条件において、

安価で汎用的な有機分子群の多彩な組み合わせによって活性ラジカル種を生成可能

であり、有機合成化学の可能性を大幅に拡張しうる新規光化学的合成方法論として近

年注目を集めている 1)。 

当研究室では最近、ベンズイミダゾリン（BI）類（1）が新規アシル源として機能す

ることを初めて見出し、従来困難であった不活性アルケンの可視光駆動型ヒドロアシ

ル化反応を達成した 2)。しかしながら本反応は高価な Ir 金属が必要であり、より環境

調和性の高い有機分子触媒を用いた新たな手法の開発が望まれる。そこで我々は、上

述の EDA錯体に着目し、電子ドナー1と電子アクセプター有機触媒による EDA錯体

形成と続く錯体内１電子移動、ラジカル活性種の生成を経ることで所望の反応を金属

フリー条件で実現できる

のではないかと考えた。

種々検討の結果、安価か

つ汎用的な有機分子触媒

を用いることで、金属フ

リー条件における不活性

アルケンの可視光駆動型

ヒドロアシル化反応を実現した。反応検討、機構解析の詳細について発表する。 

1) For a review on EDA complexes: P. Melchiorre et al., J. Am. Chem. Soc. 2020, 142, 5461−5476. 
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